
Ⅲ 今年度の成果と課題 
研究授業も含めた各分科会の総括（成果と課題） 

【児童】 

低 

成
果 

・順序立てて説明することを意識していた。 

・友達と話し合いながら、給食の準備をフローチャートに表すことができた。 

・ＩＣＴ機器の基本的な操作を身に付けた。 

・フローチャートやカードの活用により、順序立てて考える力が身に付いた。 

・試行錯誤して課題に取り組む姿が見られるようになった。 

課
題 

・日常会話においては、出来事の説明をする際、時系列がおかしくなることが多々ある。 

・「間違えたくない」気持ちが強く出て、トライ＆エラーができない児童が数名いた。 

・試行錯誤した後、自分達の力で解決方法を導き出すことが難しい。 

中 

成
果 

・タブレットを使用したことにより意欲的に授業に参加することができた。 

・タブレットの操作を覚え、パソコンの電源、保存等の一連の流れができるようになった。 

・他教科にわたって、フローチャートを活用し、抵抗感なく、どのように使うかを理解している。 

課
題 

・タブレットの基本的な操作に慣れていない。 

・分からないことがあると、自己解決しようとせず、先生や友達を頼る傾向にあった。 

・タブレットの使用が目的となってしまい、実生活と結びついていない。 

高 

成
果 

・トライ＆エラーを繰り返す中で、児童の成長が見られた。 

課
題 

・能力に個人差があった。経験を重ねていくことが必要である。 

専 

成
果 

・どの研究授業でも、論理的思考力をよく働かせることができていた。 

課
題 

・日常の授業でも論理的思考力を働かせるための方法を考える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【教員】 

低 

成
果 

・様々な教科で、分かりやすく説明することを意識させることができた。 

・プログラミング教育を意識しながら、授業づくりをすることができた。 

・ＩＣＴ機器を活用した授業づくりを意識するようになった。 

・課題解決の場面を多く設定するようになった。 

課
題 

・児童の実態に合ったプログラミング教育の授業づくりが、難しいと感じた。 

・実践例をもっと知りたい。 

・ＩＣＴ機器を活用して、自分の考えを表現させる方法を学んでいく必要がある。 

・教科の目標を達成するための「手立て」であるべきＩＣＴ機器の活用が、「目的」になってしま

いがちである。 

中 

成
果 

・プログラミング教育の授業を見て、パソコンやフローチャートなど活用方法を知ることができ

た。 

・プログラミングを用いることよって、学習課題にしっかり向き合うことができた。 

課
題 

・児童に何ができるようになったことかを実感させることが難しい。 

・プログラミング教育に対する、技能の取得や研修、活用方法を知る場が少ない。 

・授業づくりが手軽にできない。 

・児童の操作技術の向上にも時間がかかるので、それを踏まえた指導計画が必要だった。 

高 

成
果 

・試行錯誤の中で、児童と共に教員も学びながら授業を組み立てていくことができた。 

・プログラミング教育は、系統性をもたせて学習していくと、より充実することが分かった。 

課
題 

・教員のプログラミング教育に対するスキルが足りなかった。教員がまず学習し、経験しておく必

要がある。 

・フローチャートを活用しきれなかった。日常の中でも積極的に活用できるよう、創意工夫が必要

である。 

・教科にプログラミング教育を活用する際は、教科時数にプログラミング用の時数も加えて考え

る必要がある。 

専 

成
果 

・様々な授業を通して、どのように教科や授業に取り入れていけばよいか知ることができた。 

・教科の特性を生かした論理的思考力の育成の方法を考えることができた。 

課
題 

・ＰＣやプログラミング教材の操作方法などの技能的な面で、実践することができるか不安であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【教員アンケート結果】 

 今年度の校内研究の総括をした後、教員（15名）にアンケート調査を行った。その結果を以下に示す。 

①今年度の校内研究を通して、新しい発見や気付きはありましたか？ 

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 

１４名 １名 ０名 ０名 

９３％ ７％ ０％ ０％ 

②今年度の校内研究を通して、プログラミング教育についての理解は深まりましたか？ 

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 

３名 １２名 ０名 ０名 

２０％ ８０％ ０％ ０％ 

③今年度の校内研究を通して、論理的思考力の育成を意識した授業実践ができましたか？ 

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 

３名 ８名 ４名 ０名 

２０％ ５３％ ２７％ ０％ 

④今年度の校内研究を通して、プログラミング教育に関する学習指導力は向上しましたか？ 

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 

０名 １０名 ５名 ０名 

０％ ７０％ ３０％ ０％ 

 

⑤今年度の校内研究を通して、理解が深まったり、今後の授業に活用したりできることは何ですか？ 

・「フローチャート」「スクラッチ」「ノート」等、さまざまなツールを試すことができた。 

・思考整理の方法を知ることができた。 

・各教科におけるプログラミング教育の取り入れ方を学べた。 

・トライ＆エラーの視点をもつことができた。 

・ＰＣを使い、プログラミング教育に取り組まなければならないという意識ができた。 

⑥プログラミング教育や論理的思考力に関して、さらにここが知りたいと思うことは何ですか？ 

・プログラミング教育における論理的思考力とは何か、まだ明確になっていない。 

・プログラミング的思考と論理的思考の定義を、一度、外部講師から指導していいただきたい。 

・プログラミング教育における論理的思考は、従来の国語や算数で学習する場合と、何がどう異なるのか。 

・プログラミング教育といえば「これだ」というツールや指導法を知りたい。 

・教科と連携し、その教科の目標を達成するために、どのように活用したらよいか知りたい。 

・さらに実践を増やし、検証し、次に生かすことが大切である。実践例を積み重ねていく。 

・実践例の資料がほしい。 

・児童の論理的思考力が伸びたことを検証するためには、どんな方法があるのか？ 

・各単元におけるプログラミング教育から、年間指導計画（情報機器の扱い方も含めて）を作っていきたい。 

・教員自身のプログラミングのスキルアップをしたい。 

⑦その他 

・基本的なＰＣ操作等の技能の習得は、学力向上とも連携して、基礎タイム等に導入できるとよい。 

 

 


